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論文内容の要旨

本論文は，筆者の東光精機株式会社において行ってきた一次変電所事故復旧支援システム(エキスパートシステム)

に関する研究と，それをベースにして筆者が大阪大学大学院基礎工学研究科博士後期課程(物理系専攻情報工学分野)

在学中に行った再利用可能知識ベース開発のための専門家モデル構築方法論に関する研究の成果をまとめたものであ

り，つぎの 7 章をもって構成されている。

第 1 章は序論であり，本研究の目的およびその工学上の意義について述べ，本研究により得られた諸成果を概説し

ている。

第 2 章は本研究で開発された方法論を理解する上で必要な基礎的事項について述べるとともに関連研究との比較

により知識工学研究の中における本研究の位置づけを明らかにしている O まず，エキスパートシステム構築方法論に

おける本研究の立場を示し，知識ベースを開発する上での大きな問題として，

(a) 専門家の専門知識のレベルと計算機の実装レベルの間のギャッフ。が大きいこと

(b) 専門家と計算機エンジニアの間の共通概念を見つけることが難しいこと

(c) 知識ベースの中の知識が特定の問題を解くために特化された知識であるため再利用が困難であること

の 3 点を指摘している。そして，これらの問題の解決には専門知識をタスク知識とドメイン知識に分解し，それぞれ

の知識を記述するためのオントロジーの確立が重要であることを述べている。また，本研究で提案する方法論とオン

トロジー研究の先駆であるタスク解析インタビューシステムMULTIS研究との比較およびソフトウェア工学的

手法との相違についても述べている O

第 3 章では本研究において事例として用いた事故復旧問題を簡単に説明するo さらに事故復旧問題におけるエキ

スパートシステムの現状と問題点を考察し本研究の意義を示している。

第 4 章では実運用システムである一次変電所事故復旧支援システムについて述べるO まず システム開発における

ブリッジパーソン法を用いた知識獲得課程を説明するO つづいて システムの機能とそれを実現するために開発した

主要技術について述べる O そして，システムの評価結果を報告する O

第 5 章では再利用可能知識ベース開発方法論を提案する O まず再利用可能な知識ベースを開発するプロセスのア

ウトラインを提案する O 開発プロセスは問題の特定，専門家モデルの構築概念、モデルの設計実装のフェーズで構

成されているO このプロセスにより専門知識が実装レベルにまで段階的に展開されることを示す。そして，専門家モ



デ、ルの構築のフェーズに論点を絞り方法論を提案する。専門家モデルは二つの異なったレベルのオントロジーとその

オントロジーで記述された二階層のモデ、ルで構築されている。ひとつは専門家と計算機エンジニアの共通概念、となる

階層である。もうひとつは，共通概念モデルをさらに再利用性の高いオントロジーで再記述したモデルである O この

方法論によりオントロジーを決定するプロセスを説明するo

第 6 章では専門家モデル構築方法論を具体的な問題に適用し，方法論により第 5 章で述べた二種類のオントロジー

が特定できることを検証しているo 最初に知識再利用の形態を分析し三つの形態を定義する。そして具体的な例とし

て事故復旧問題を取り上げ，分析した再利用形態に対応した事例を用いてオントロジ一決定の具体的なプロセスと決

定されたオントロジーについて考察し，提案する方法論で再利用可能知識ベース構築の基本となる専門家モデルが構

築可能であることを示す。

第 7 章では本研究で得られた主な成果をまとめ，今後に残された問題を検討している。

論文審査の結果の要旨

実用的なエキスパートシステム (E S) 開発において，実時間で推論し状況変化に追随して推論を続行できるシス

テムの開発は重要な課題のひとつであるo 一方，知識ベース構築の効率を向上させるという観点では再利用可能な知

識ベースを開発する方法論の確立が望まれているo 本論文は，実時間処理が必要な電力系統における変電所の事故復

旧問題を扱い，知識工学技術によって実運用エキスパートシステムの開発を試みるとともに，知識ベース再利用の方

法論の検討を行ったものであり，主として以下に示すような成果が得られている。

(1) 処理別の推論エンジンとそれを構成要素にした事象駆動型の推論機構を開発し，オンライン情報をもとに実時間

で推論でき，さらに推論開始後の状況変化に追随して推論を続行できる ES の実運用に成功している。

(2) 再利用可能知識ベースの開発上の困難を分析し，専門家の概念レベルと実装レベルのギャップ，専門家と開発者

の共通概念の欠落，知識が特定の問題にコンパイルされていることの三つの要因を指摘しているo そして，これら

の困難さを解決するために，知識の再利用の形態を分析したうえで，専門知識をタスク知識とドメイン知識に分離

t:，タスク構造にしたがって知識を獲得する方法論を提案している。方法論では，複数の開発フェーズとそれに対

応した記述レベルのオントロジーを準備し，段階的に概念レベルを計算機に実装で、きるレベルに展開していくこと

ができる。

(3) とくに，方法論中の専門家モデル構築フェーズにおいては，専門家と開発者の共通概念を形成できる共通語棄と，

専門家モデ、ルの再利用性を高める汎化語集の二階層のレベルのオントロジーを設定し それらを求める具体的な手

順を示している。

(4) そして，この方法論を変電所事故復旧問題に適用し，再利用可能な専門家モデルのフ。ロトタイプを構築し，実用

的な ES が開発可能であることを実証している。

以上のように，本論文は実運用 ES とくに再利用可能な知識ベースの開発に関して多くの知見を得ており，情報工

学，特に知識工学の分野に寄与するところが大きい。

よって本論文は，博士論文として価値あるものと認めるo
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